
アラビア半島の北東部、サウジアラビアとオマーンに囲まれ、
海はペルシア湾とオマーン湾に囲まれているアラブ首長国連邦。
7つの首長国の集まりで成り立ち、その中でも最も注目されてい
る都市の１つがドバイです。
地名を聞いただけでは一面の砂漠をイメージしがちですが、

実は一大リゾート都市。石油の埋蔵量の限界を把握し早いうち
に原油依存から抜け出し、ビジネス・観光での独自の開発を企て
た結果、世界中が驚く施設がどんどん創られています。まさに
時代の最先端を切り開く開発都市ドバイ。開発のキーワードは
「世界一」というドバイからますます目が離せません。
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ドバイ

アラブ首長国連邦
（UAE）

サウジ
アラビア

イラン

オマーン

c人工島「ザ・パーム・ジュメイラ」。シェイク・モハメッド皇太子発案のこの人工島は直径5㎞もあり、
月からでも見える大きさです。この島には2000軒ものコンドミニアムが建設される予定です

世界の地域から世界の地域から

ＵＡＥ・ドバイＵＡＥ・ドバイ
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cオアシスの村ハッタ。近くには多くの滝とワディ（枯れ川）が見られます。高層ビルに囲まれた中心部や、どこまでも広がる
砂漠の景色とはまた一味違ったドバイを見ることができます

cエコツーリズムリゾートして広大な砂漠の自然保護区で野生の動物と時間を
過ごせるホテルの施設。宿泊客以外は、この保護区には入ることができません

c豪華なホテルだけではなく、ワディ・パッシングで大自然のあるがままの姿も堪能できます。
また砂漠を四駆で駆けめぐるデザートサファリもスリル満点です

d大きな船が目印のドバイ博物館。18世紀以来
のアルファヒーディ砦を改修して作られており、
ドバイの歴史や往時の社会、生活が再現されて
います

d砂漠の動物といえばもちろんラクダ。ラクダ
に乗って砂漠をどこまでも旅してみましょう
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c世界最高の高さを誇るホテル「バージュ・アル・アラブ」。321mからのアラビア海の眺めは最高です

cバージュ・アル・アラブとは「アラブの塔」の意味。ホテルの内部は吹き抜けになっています。
アラブの王様になった気分がしてきます

dアラブの民族衣装を身にまとい、伝統的なダンスを披露しています

cスークと呼ばれる市場では新鮮な野菜から魚介類まで何でも売っていま
す。香料も豊富に売っており、麻袋一杯に詰められたドライフラワーやフル
ーツなどがエキゾチックな匂いを放っています
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cアラビア湾に面しているため、ドバイはクルーズの人気寄港地になっていま
す。ヨーロッパとアジアの中間であり、また港から市街地が近いためハブ港と
して今後ますます注目されていくでしょう

c斬新な形の高層ビルが立ち並ぶ中心地。クリーク（入り江）を利用した船の
往来も活発です

cドバイのコンベンションセンターでは毎年多くの国際会議が開かれています。
ヨーロッパ、アジア、アフリカを結ぶルートの中間地点に位置するという利点を
最大限に活かし、コンベンション施設の開発を積極的に促進しています

c観光・自然だけでなくしっかりとした貿易港もドバイは兼ね揃えています

日々開発の進むドバイでは2006年には屋内スキー場が完成しており、砂漠の中でスキーも楽しめるようになっています。2008年に300の人工島からなる世界地
図を模したデザインのプライベートビーチリゾート「ザ・ワールド」と800ｍの高さを持つオフィスビル「バージュ・ドバイ」が完成予定です。もちろん開発と同時に
自然環境保護にも力を入れており、一見不可能な計画を実現へと導いています


